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元
村
長
さ
ん
の 

　
　
　
　
眼
く
ば
り 

　
”十
薬
の
花
つ
け
し
ま
ま
干
さ
れ

け
り
”
程
子
さ
ん
の
句
か
ら

”七

月
や
子
を
抱
き
て
は
や
黍
な
び
く
”

と
詠
ん
だ
澄
雄
氏
の
句
景
へ
と
時

候
は
移
り
ゆ
く
。
▼
去
り
ゆ
く
日

の
備
忘
録
に
は
、
６
／
７
、
栗
原

浩
暢
前
支
所
長
の
案
内
で
、
突
如
、

中
津
江
村
鯛
生
金
山
地
底
博
物
館

財
団

”地
球
”
理
事
長
坂
本
休
氏
、

わ
が

”杣
の
ふ
る
さ
と
文
化
館
”

へ
来
訪
　
▼
か
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム

”カ
メ
ル
ー
ン
”
誘
致
で
世
界

的
に
脚
光
を
浴
び
た
元
村
長
さ
ん
。

今
は
村
の
財
団
経
営
に
御
精
励
。

▼
６
万
点
を
こ
え
る
”
世
界
子
ど

も
愛
樹
祭
応
募
作
文
絵
画
展
示
室
、

江
碕
済
矢
部
塾
教
育
資
料
、
矢
部

川
流
域
文
学
図
絵
、
ア
ラ
ス
カ
渡

航
記
念
飯
干
太
鼓
道
場
、
廃
校
思

い
出
の
記
念
資
料
、
矢
部
の
民
謡

の
部
屋
な
ど
、
一
室
毎
に
、
実
に

こ
ま
や
か
な
視
察
。
案
内
し
な
が
ら
、

さ
す
が
、
チ
ー
ム
誘
致
に
14
ヵ
国

の
大
使
館
め
ぐ
り
、
そ
の
う
ち
11

ヵ
国
は
自
分
ひ
と
り
の
足
で
、
カ

メ
ル
ー
ン
に
め
ぐ
り
あ
え
た
と
い

う
村
長
さ
ん
ら
し
い
眼
く
ば
り
で

あ
る
。
「
村
の
最
終
的
な
執
行
権
は 

”長
”
。
だ
か
ら
自
分
の
判
断
は
、

自
分
の
足
で
―
」
と
い
う
信
念
、

人
柄
が
直
に
感
じ
と
ら
れ
る
。
一

巡
後
、
記
念
に
色
紙
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
し
ば
し
、
熟
考
、
や

が
て
、
お
も
む
ろ
に
筆
を
と
ら
れ

て
―
▼
「
歴
史
の
偉
大
さ
、
極
め

深
さ
、
文
化
育
む
　
矢
部
村
の
知
恵
・

中
津
江
村
、
坂
本
休
」
凛
列
な
筆

致
で
あ
る
。 

※ 三池港の潮ごよみがついています 

海の日 
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 納涼花火大会 
　　　　　　　　　　（上陽町） 
 

 

    

  

松尾弁財天縁日（立花町） 
 

人権のまちづくり市民の集い 
露の新治（落語家）人権高座 
　  （八女市立花市民センター） 

べんがらの日 
　　　　　　　  （べんがら村） 
 

 

お風呂の日 
　　　　　（グリーンピア八女） 
　　　　　　　（温泉館きらら） 
　　　　　　　（不動温泉八女） 

　　　　　　　　（べんがら村） 

 人生史サークル黄櫨の会 
　　　　　　　（八女福祉会館） 

筑後船小屋花火大会 
　　　　　　　（筑後広域公園） 
 

不動産に関する何でも 
相談会　　13：00～15：00 
　　　　　　（八女商工会議所） 

社会保険個別相談会 
10：00～15：00（八女商工会議所） 
要予約　0942-33-6215 
 

滝の宮不動尊縁日 
　　　　　　　　　　（上陽町） 
ブラックバス釣り大会 
　　　　　　　　  （犬山ダム） 

納涼花火大会　 （黒木町） 
 

  人権のまちづくり市民の集い 
徳永玲子さん講演会 
　  （八女市黒木開発センター） 

定例法律相談会（要予約） 
　　　　　　10：00～12：00 
（八女商工会議所）122-5161 
 

なんでも人権相談所 
　  （八女市社会福祉センター） 

   

 

なんでも人権相談所 
  （筑後市勤労者家庭支援施設） 

こっぱげ面　　14日・15日 
 　　　　　　　　　 （星野村） 
 

人権のまちづくり市民の集い 
山本華世さん講演会 
　　　　　　  （おりなす八女） 

 

詩
人 

椎 

窓   

猛 

「クラッシー」は毎月発行します。紹介したい地域の行
事や趣味のサークル、愉快な仲間達その他読者を楽しく
させ、元気づけ人や社会のお役に立つ原稿を募集します。 

心配ごと相談（八女市） 

八女市社会福祉会館　7月４日・18日 
黒 木 町 ふ じ の 里　7月４日・18日 
上陽町地域福祉センター　7月11日・25日 
立 花 町 か が や き　7月11日・25日 
 
法律相談（要予約） 

八女市社会福祉会館　7月13日 
黒 木 町 ふ じ の 里　7月20日 
上陽町地域福祉センター　7月27日 

司法書士相談 

黒 木 町 ふ じ の 里　7月13日 
八女市社会福祉会館　7月20日 
 
筑後市 

心配ごと相談 
　毎週木曜日／総合福祉センター 
健康に関する総合相談 
　毎週金曜日／筑後市立病院 

くろぎふるさと日曜市　毎週日曜日 
上陽ふるさと市　　　　毎週土曜日 

○読み聞かせ　八女市立図書館（本館） 
　　　　　　　毎週土曜日　午後２時～ 
　　　　　　　ゆめみらい図書館（黒木分館） 
　　　　　　　毎月第２土曜日　午前11時～ 
○赤ちゃん読み聞かせ　八女市立図書館（本館） 
　　　　　　　毎月第３水曜日　午前11時～ 
　　　　　　　ゆめみらい図書館（黒木分館） 
　　　　　　　毎月第４木曜日　午前11時～ 
 



西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 

２ 2012年7月1日 

呟き 

   

　
子
ど
も
の
「
子
」
は
、
終

了
の
「
了
」
に
一
か
ら
始
め

る
と
書
き
、
過
去
か
ら
未
来

へ
繋
げ
る
意
味
だ
と
、
慈
明

院
の
明
海
和
尚
は
説
い
た
。

息
子
達
が
既
に
成
人
し
た
私

に
は
、
嵐
の
よ
う
な
子
育
て

の
時
間
は
過
ぎ
て
し
ま
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
い
じ
め
に
交

通
事
故
、
連
れ
去
り
等
、
子

ど
も
に
纏
わ
る
事
件
に
は
心

が
激
し
く
痛
む
。
子
ど
も
は

守
れ
る
の
か
。 

　
『
朝
に
見
て
昼
に
は
呼
び

て
夜
は
触
れ
確
か
め
を
ら
ね

ば
子
は
消
ゆ
る
も
の
』
と
詠

ん
だ
の
は
、
歌
人
河
野
裕
子

で
あ
っ
た
。
わ
が
子
を
案
じ

て
、
悩
み
抜
き
、
迷
う
。
母

親
と
は
祈
る
人
に
他
な
ら
な

い
。
母
性
は
感
性
だ
と
私
は

思
う
。
社
会
の
異
変
を
、
更

に
は
子
ど
も
の
変
化
を
母
性

と
い
う
感
性
が
見
逃
さ
ず
、

掬
い
と
り
、
そ
し
て
し
っ
か

り
抱
き
し
め
る
。
母
親
の
喜

怒
哀
楽
は
、
子
ど
も
に
驚
く

ほ
ど
生
き
写
し
と
な
り
、
人

格
形
成
の
礎
と
な
る
。 

　
私
が
幼
い
頃
の
習
い
事
と

い
え
ば
、
習
字
に
そ
ろ
ば
ん

が
主
流
の
時
代
で
、
友
人
の

ほ
と
ん
ど
が
そ
の
塾
に
通
っ

て
い
た
。
そ
ん
な
中
で
、
私

の
母
親
が
私
に
習
わ
せ
た
の

は
絵
画
と
ピ
ア
ノ
で
、
絵
画

は
小
学
校
六
年
間
、
ピ
ア
ノ

は
高
校
ま
で
の
十
二
年
間
続

け
た
。
「
知
識
は
勉
強
す
れ

ば
後
か
ら
付
い
て
く
る
。
豊

な
感
性
は
少
し
で
も
早
い
時

期
か
ら
身
に
付
け
さ
せ
る
」

そ
れ
が
母
の
信
念
だ
っ
た
。

私
の
中
の
母
性
や
感
情
が
ど

う
育
っ
て
ゆ
き
、
私
の
息
子

達
の
現
在
が
ど
う
あ
る
の
か
、

確
信
は
持
て
な
い
。
唯
、
空

の
青
さ
と
風
の
向
き
な
ら
、

容
易
に
判
断
で
き
る
。
蓉
子 

　梅雨空のなかに、一人嘆き悲しむ男がいた。永年の釣友K

氏である。水温も上がり待ちに待った底物シーズンが到来、

しかし、彼は怪我をして三度の飯より好きな「釣り」へ行け

ずに悶々とした日を過しているという。先日、一夜、見舞い

がてらにとある小料理屋でその経緯を聞くこととなった。

GWの終盤に、屋久島近くの磯で遠征釣りを満喫していたが、

最終日（５月６日）迄の食料や釣り餌など準備万端で、釣果

以外は予定通りに進んでいたのだが、彼のもう一つの特技で

ある行政区の壮年ソフトボール試合で県大会出場まであと一

息というところまで勝ち進んだため、どうしても出場してく

れとの連絡が入った。近所付き合いを考慮した彼は、後ろ髪

を引かれながらも（笑）、一日早く釣りを切り上げ翌日の試

合に出場した。期待通りの好プレーをしたのだが、話はそこ

から急展開、ファインプレーと引き換えに肩の骨を折る重傷

を負ってしまった…（涙）。季節は石鯛釣りの真っ盛り、釣

りに行けない彼を思うと気の毒で、少しだが同情してしまう。

全てに一生懸命頑張り過ぎた彼の早期復帰を願うばかりである。

何事にも予期せぬことがあり万事順風満帆といかぬのが人生！

人の振り見て我が振り直せということか？…。　　磯の旅人 

　別名サワアジサイともいうが、矢部では釈迦・御前岳周辺のブナ林の広葉樹林の

谷あいに多く見かける。初夏の登山では、容易に出会える植物である。葉は対生し、

長さ10～15cm。花は６月から７

月にかけて咲き、周辺に３，４

枚の花弁状の萼を持つ装飾花を

もち、中心部に多数の普通花が

ある。花の色は青色が一番多いが、

紫色、白色帯びたものもあり、

ときにはには鮮やかなピンク色

を帯びるものも見かける。園芸

用のアジサイと違い、花は小型

であるが可憐な趣が実に素晴ら

しい。 

黒木町　松尾　重根 

八女市柳島 

郷田美根子 

母
性
は
感
性 

  矢部川源流・杣の里の四季  ⑫ 
ヤマアジサイ（山紫陽花）[ユキノシタ科]

楽しい仲間たち楽しい仲間たち楽しい仲間たち
筑後アンツ 
監督：田中浩二 
会長：渡邉　誠 

　
主
人
と
二
人
暮
ら
し
に
な

り
、
古
希
も
越
え
ま
し
た
の

で
、
老
人
大
学
の
水
墨
画
教

室
に
入
会
し
ま
し
た
。 

　
日
展
を
時
々
観
に
行
き
、

絵
は
鑑
賞
す
る
も
の
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
分
が
描
く
と
な
る
と
、
葉
一
枚

で
も
、
墨
の
濃
淡
、
ぼ
か
し
、
に
じ
み
、
運
筆
等
に
苦
労
し

ま
す
。 

　
今
度
は
、
よ
く
描
け
た
と
、
一
人
悦
に
入
り
、
教
室
に
持

っ
て
行
き
、
友
達
の
作
品
と
見
比
べ
ま
す
と
、
自
分
の
力
の

無
さ
に
、
が
っ
く
り
す
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。 

　
水
墨
画
を
習
い
始
め
て
、
十
数
年
に
な
り
、
苦
労
の
連
続

で
す
が
、
少
し
は
成
就
感
を
味
わ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
主
人
も
逝
き
一
人
暮
ら
し
と
な
り
、
諸
事
多
忙
な
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
が
、
月
二
回
の
教
室
で
、
皆
さ
ん
と
会
い
、

絵
を
見
せ
合
い
、
楽
し
く
談
笑
す
る
ひ
と
時
が
今
の
生
き
甲

斐
で
す
。 

釣り 釣り 釣り 思いもよらぬ出来事 
（K氏の悲劇） 

　試合に勝つためには、練習が何より大切、子どもたちに

練習の大切さを学んでほしいと考えています。長い時間一

緒にいると、子どもたちの間でも縦・横のつながりが深まり、

コミュニケーション能力、集中力、協力する大切さなどが

自然に育まれているようです。 

　近年、少子化や様々な原因で、子ども同士の仲間意識が希薄になり、学校生活だけ

ではなかなか身につかないのがコミュニケーション能力です。 

アンツで育った子どもたちは、それぞれの個性を認め合いながら、ひとつにまとまる

事が出来ているように思います。子どもたちは活き活きと練習に励みます。 

練習ですぐに上達する子、時間のかかる子など、年齢や体力、個性によって様々ですが、

野球が好きで、練習に励む子になるように指導しています。 

　どんなに能力があっても、練習に全く出ない子を試合だけ出すということはしません。

そして、練習には熱心だけれど上達するのに時間がかかる子にもチャンスを与えると

いう方針です。練習時には、「挨拶・全力疾走」を基本に、厳しく指導しています。

アンツの全ての子どもたちに野球の楽しさや勝つ喜び、そして、健全な成長を育むこ

とを目的として活動していますが、子どもの育成には、どうしても父兄の協力も不可

欠です。 

　父母会と指導者が緊密な連携や意見交換をおこないアンツの子どもたちが目標に向

かって頑張れるよう、少年野球の精神にのっとってサポートしています。 

　チーム名

アンツ（ant

＝アリ）は、

小さなアリ

でも力を合

わせれば象

（ 強 い 相

手）でも倒

すという意

味を込めて

います。 
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　「ヤンマー建機杯第16回矢部川交流中学軟式野球大会」が、去る４月21日、

22日、28日の三日間トーナメント方式により開催されました。参加チームは、

みやま市、柳川市、八女市、筑後市の各市立中学校野球部20チームで、八女

地区中学軟式野球協会主催、福岡県教育委員会後援のもと、今大会より「ヤ

ンマー建機株式会社様」の地域支援活動の一環として特別協賛をしていただ

きました。参加選手の皆さんは日ごろの練習の成果を存分に発揮し、はつら

つとしたプレーが随所に見られ白熱した好ゲームの連続でした。また、各学

校で数年前からとりくまれている「朝のあいさつ運動」や、クラブ活動の中

で培われてきた先輩、後輩間の礼儀正しい姿に試合同様感動を覚えました。

大会の優勝は筑後市立筑後中学校軟式野球部でしたが、全力で戦ってくれた

全選手の皆さん、今大会開催にご尽力くださいました関係各位に心より御礼

申し上げます。 
大会委員長　木本文明 

今
年
も
繁
盛
し
ま
し
た
！ 

　
黒
木
町
の
男
女
共
同
町
づ
く

り
実
行
委
員
会
は
町
の
活
性
化

を
め
ざ
し
、
五
年
前
か
ら
大
藤

ま
つ
り
中
の
四
月
二
十
一
日
か

ら
五
月
三
日
ま
で
「
さ
く
ら
茶

屋
」
を
オ
ー
プ
ン
し
て
、
来
町

者
を
も
て
な
し
の
心
で
歓
迎
し
、

郷
土
料
理
を
提
供
し
て
黒
木
町

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。 

　
会
場
は
ま
ち
な
み
交
流
館
旧

松
木
家
住
宅
で
す
。
メ
ニ
ュ
ー

は
「
だ
ご
汁
セ
ッ
ト
。
デ
ザ
ー

ト
は
白
玉
ぜ
ん
ざ
い
と
コ
ー
ヒ

ー
」
で
あ
る
。
だ
ご
汁
セ
ッ
ト

は
、
く
ち
な
し
ご
は
ん
。
こ
ん

に
ゃ
く
さ
し
み
。
つ
け
も
の
。

値
段
は
五
百
円
。
デ
ザ
ー
ト
は

三
百
円
。
料
理
は
会
員
の
心
が

こ
も
っ
て
味
が
よ
く
、
お
い
し

く
い
た
だ
け
る
と
好
評
だ
っ
た
。 

　
メ
ン
バ
ー
は
本
番
迄
に
何
度

も
会
合
を
重
ね
、
準
備
を
整
え

て
来
客
者
を
快
く
接
待
さ
れ
て

い
た
。
男
性
は
会
場
づ
く
り
、

女
性
は
料
理
づ
く
り
に
協
力
し

合
う
姿
は
、
い
き
い
き
と
輝
や

い
て
い
た
。 

　
観
光
客
の
み
な
さ
ん
が
語
り

合
い
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
食
べ

て
い
る
の
を
見
て
ほ
ほ
え
ま
し

か
っ
た
。
黒
木
町
の
男
女
共
同

参
画
活
動
が
一
年
ご
と
に
発
展

し
て
い
る
こ
と
を
頼
も
し
く
思

っ
た
。
ま
す
ま
す
会
員
が
増
え

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。 

黒
木
町
　
月
足
美
智
子 

今
月
の
川
柳 

                

　
暑
い
夏
を
乗
り
切
る
食
べ
物
に

は
、
定
番
の
そ
う
め
ん
が
あ
る
。 

　
食
欲
が
な
い
時
で
も
、
の
ど
越

し
が
よ
く
、
さ
ら
り
と
食
べ
ら
れ

る
、
そ
う
め
ん
が
一
番
う
れ
し
い
。 

　
　
そ
う
め
ん
の
山
葵 

　
　
　
ピ
リ
リ
と
夏
涼
し 

八
女
川
柳
会
　
安
達
　
昇 

" I'm wondering to ~. "
「～をしようか迷っています」 

　前回は、「～を計画しています」と自分の予定を表現しました。 

今回は「～をしようか迷っている」という気持ちを伝えます。 

Emi: How was your day, Kristen? 
　　　（クリスティン、今日一日はどうだった？） 

Kristen: It was good. I got a little tired though. 
　　　（よかったわ！　少し疲れたけど） 

Emi: I see. By the way, are you planning to go shopping 
      tomorrow?
　　　（そうなのね。ところで、明日は買い物に行く予定かしら？）     

Kristen: Well, I'm wondering if I can go or not. I have 
      something to research on the computer and it'll 
      take time. 
　　　（ええっと、行けるかどうか迷っているところなの。調べるものがあ 

　　　って、時間がかかりそうなので） 

Emi: All right. I was just wondering if you need a ride 
      or not. I'll be kind of busy tomorrow morning, but 
      I'll have time after that. 
　　　（そうなの。私は、あなたが車での送りが要るかどうかをただ考えて

　　　たのよ。明日朝がちょっと忙しいの。でもその後は時間があるわ） 

If you finish your research in the morning, I'll be able 
to give you a ride in the afternoon.
　　　（もし、あなたが調べ物を午前中に終わるなら、私が午後、車で送って

　　　あげれるわよ） 

Kristen: Thank you very much. That sounds good!  I'll 
      try to finish it by noon tomorrow.
　　　（ありがとうございます。それはありがたいわ！　明日はお昼までに

　　　早く調べ物が終わるようにするから ） 

Emi: Good luck!  （がんばってね！） 
ハッピーワンポインント英会話　前回（その6）の復習 

"I'm planning to ~"　「～を計画しています（～の予定です）」 
ハッピーデイズイングリッシュハウス　大坪エミ 

ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 八女でホームステイ 受け入れ家庭になる編 

その
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　本年2月、横浜市で「第６回ＮＦＤ全国高校生フラ

ワーデザインコンテスト」が開催され本校システム

園芸科２年の野田遵平君が出場、ブライダルブーケ

部門において見事奨励賞を受賞しました。この大会は、

次世代を担うフラワーデザイナーの育成が図られて

います。野田君は花の魅力を伝えるために日々練習

に励み、八女市の（株）お茶 

村さんに作品を飾るなど更に 

技術を磨いて将来は、フラワ 

ーデザイナーとして世界で活 

躍したいと夢をふくらませて 

います。夢の実現に向かって 

チャレンジ！     

 

 

 

八女農みらい館7月の販売日 

３日（火）、６日（金）、10日（火）、  

13日（金） 、17日（火）、24日（火）、 

27日（金）、31日（火）                     

 販売時間は、10時30分～15時30分です。 

（※７月24日（火）～７月31日（火）の販売時間は、10時30分～12時30分

です。） 

夢は世界のフラワーデザイナー　　八女農業高等学校 
 

店長おすすめ今月の旬 

すもも ぶどう 桃 すもも 

筑後市前津　10942-54-7755
JAふくおか八女 

ぶどう 桃 

イベント!!イベント!!イベント!!
予定しています 予定しています 

生産者と消費者を結ぶ 
新しいスタイルの農産物直売所 
生産者と消費者を結ぶ 
新しいスタイルの農産物直売所 

梨狩り 梨狩り 梨狩り 梨狩り 

　　　矢部川交流中学軟式野球大会 

7月28日（土）・29日（日） 



西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 
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  A

お
り
な
す
八
女 

　
イ
ベ
ン
ト
情
報 

●
八
女
平
和
の
祈
り
コ
ン
サ

ー
ト
　
夏
川
り
み
・
永
井
龍

雲
・
ミ
ヤ
ギ
マ
モ
ル 

７
月
８
日
（
日
）
18
時
〜 

全
席
指
定
一
般
４
０
０
０
円

高
校
生
以
下
２
０
０
０
円
当

日
各
５
０
０
円
増 

●
女
優
た
ち
に
よ
る
朗
読 

夏
の
雲
は
忘
れ
な
い
　
ヒ
ロ

シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
一
九
四
五

年
。
７
月
11
日
（
水
）
18
時

30
分
〜
一
般
２
０
０
０
円
高

校
生
以
下
１
０
０
０
円
当
日

各
５
０
０
円
増 

●
ト
ラ
ッ
ク
と
ら
す
け 

夏
休
み
こ
ど
も
劇
場
（
劇
団

道
化
公
演
）
８
月
４
日（
土
）

15
時
〜
大
人
１
２
０
０
円

（
友
１
０
０
０
円
）
子
ど
も

（
３
才
以
上
）
７
０
０
円
（
友

５
０
０
円
）
親
子
１
７
０
０

円
（
友
１
５
０
０
円
）
友
は

友
の
会 

A

サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後 

　
イ
ベ
ン
ト
情
報 

●
サ
ザ
ン
ク
ス
de
サ
マ
ー
ナ

イ
ト
「
恋
の
く
に
・
出
会
い

の
く
に
ち
く
ご
―
大
切
な
家

族
、
友
達
、
恋
人
と
夏
の
星

座
に
思
い
を
馳
せ
て
… 

７
月
21
日
（
土
）
17
時
〜 

入
場
無
料 

●
高
き
彼
物
　
石
丸
謙
二
郎
、

田
中
美
里
な
ど
豪
華
キ
ャ
ス

ト
で
贈
る
舞
台
。 

７
月
30
日（
月
）18
時
30
分 

全
席
指
定
３
５
０
０
円
、
当

日
５
０
０
円
増 

問
い
合
わ
せ
　
０
９
４
２
―

５
４
―
１
２
０
０ 

A

川
　
病
院
『
ミ
ニ
健
康
教

室
』 

日
時
／
７
月
28
日
（
土
） 

　
　
　
14
時
〜
15
時 

会
場
／
川
　
病
院
５
階 

演
題
／
「
あ
っ
！
…
最
近
尿

漏
れ
が
…
〜
お
な
か
の
筋
肉

を
鍛
え
て
尿
漏
れ
予
防
」 

講
師
／
松
山
裕
（
理
学
療
法

士
） 

参
加
費
　
無
料 

定
員
／
40
名 

〈
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合

わ
せ
〉
川
h
病
院 

1
０
９
４
３
―
２
３
―
３
０
０
５ 

担
当
／
樋
口
・
小
塩 

A

共
生
の
森「
七
夕
ま
つ
り
」 

日
時
／
７
月
29
日
（
日
） 

　
　
　
10
時
〜
13
時 

会
場
／
共
生
の
森 

　
暑
い
夏
の
ひ
と
と
き
を
み

ん
な
で
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

竹
と
ん
ぼ
、
竹
う
ま
、
折
り

紙
、
バ
ザ
ー
等
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。 

※
新
一
年
生
の
七
夕
き
ご
う

先
着
50
名
、
表
装
紙
代
８
０

０
円
。 

問
い
合
わ
せ
／
多
世
代
交
流

館
共
生
の
森
1
２
２
―
２

２
５
７ 

        

昨
年
の
七
夕
ま
つ
り
風
景 

　お 仲 間 募 集  
　昨年11月誕生したばかりのミニブリッジを楽しむ会です。年令層は

30代～70代と幅広く、現在12名。全員女性です。月二回（第一・三

木曜19時30分～）おりなす八女で定例会を開いています。心豊かで自

由な時間を持ちたいとみなさん時間をやりくりして集まります。あな

たもトランプゲームを通して優雅なひと時を過ごしませんか。ルール

は知らなくても大丈夫。 

ゲームを楽しみながら 

覚えられます。年令、 

性別勿論問いません。 

問い合わせ 

090-1084-2963 

代表  永野  迄 

　
近
年
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
赤

く
丸
い
果
実
の
品
種
だ
け
で

な
く
、
黄
色
や
楕
円
形
の
果

実
な
ど
種
類
が
豊
富
と
な
っ

て
、
夏
の
家
庭
菜
園
で
は
欠

か
せ
な
い
野
菜
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
、
花
や
花

粉
の
数
が
多
い
た
め
に 

着

果
が
安
定
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
草
勢
の
乱
れ
も
少

な
く
て
大
玉
ト
マ
ト
に
比
べ

て
栽
培
が
容
易
で
す
。 

　
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
主
枝
に
７

〜
８
枚
の
本
葉
を
つ
け
た
上

に
最
初
の
果
房
が
つ
き
、
後

は
葉
３
枚
毎
に
果
房
を
つ
け

る
性
質
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
支
柱
に
主
枝
を
垂
直

に
誘
引
す
る
と
、
通
常
は
５

〜
６
段
の
果
房
の
高
さ
ま
で

し
か
栽
培
と
収
穫
は
で
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
写
真
の
よ

う
に
主
枝
を
斜
め
に
誘
引
す

る
と
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
数

段
の
果
房
を
つ
け
て

栽
培
す
る
こ
と
が
で

き
、
長
く
収
穫
が
楽

し
め
ま
す
。 

　
わ
き
芽
が
出
て
き

た
ら
、
写
真
の
よ
う

に
早
め
に
手
で
摘
み

と
り
ま
す
が
、
わ
き

芽
か
き
が
遅
れ
る

と
、
傷
口
が
大
き
く

な
っ
て
病
気
を
誘
発

し
や
す
く
な
り
ま

す
。 

　
そ
の
他
、
収
穫
中

の
果
房
よ
り
下
の
葉

や
黄
化
葉
、
病
葉
の
ほ
か
に

茂
り
過
ぎ
た
部
分
の
葉
も
摘

葉
し
て
果
実
へ
の
日
当
た
り

も
良
く
し
ま
し
ょ
う
。 

　
な
お
、
最
上
段
の
果
房
で

は
そ
の
果
房
が
日
焼
け
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
、
上
に
葉

を
２
枚
残
し
て
摘
芯
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
最
初
の
果
房
の
果

実
が
肥
大
し
て
き
た
ら
、
約

１
２
０
ｇ
／
㎡
の
化
学
肥
料

を
畝
の
上
と
肩
部
に
施
し
、

そ
の
後
は
15
〜
20
日
間
隔
で

追
肥
を
し
ま
し
ょ
う
。 

　
福
岡
県
農
業
大
学
校 

非
常
勤
講
師
　
林
　
三
徳 

　
高
校
球
児
が
白
球
を
追
い

か
け
る
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

憧
れ
の
甲
子
園
を
目
指
す
北

九
州
の
強
豪
、
自
由
ヶ
丘
高

校
に
三
人
の
筑
後
市
出
身
の

選
手
が
い
る
の
を
み
な
さ
ん

は
ご
存
じ
で
す
か
。
写
真
左

か
ら
永
延
康
記
君(

松
原
ラ

イ
オ
ン
ズ
・
筑
後
北
中
）
、

武
田
健
吾
君
（
羽
犬
塚
ウ
ィ

ン
グ
ス
・
羽
犬
塚
中
）
、
柴

尾
仁
君(

松
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
・

筑
後
北
中
）
。
小
学
生
の
頃

か
ら
仲
間
と
し
て
、
ラ
イ
バ

ル
と
し
て
切
磋
琢
磨
し
て
き

た
同
級
生
の
三
人
は
、
い
よ

い
よ
高
校
最
後
の
夏
を
迎
え

ま
す
。 

　
７
月
７
日
（
土
）
か
ら
は

じ
ま
る
第
94
回
全
国
高
校
野

球
選
手
権
福
岡
大
会
、
今
年

の
夏
は
南
部
の
学
校
だ
け
で

な
く
、
自
由
ヶ
丘
高
校
に
も

熱
い
声
援
を
送
り
ま
し
ょ
う
。 

　「
三
徳
の
家
庭
菜
園
」  

⑩ 

【
ミ
ニ
ト
マ
ト
】
〜
簡
単
な
整
枝
・
誘
引
と
管
理
〜 

八女市立花町下辺春315-1 
TEL 0943-37-1711

７月の道の駅たちばな 

夏の暑さを乗り切ろう 
夏のスタミナ野菜（にんにく・ニラ・

ゴーヤ・モロヘイヤ・トマト・オクラ・

ししとう）など夏こそ野菜をたくさん

食べて、夏の暑さを吹き飛ばそう!! 

スタミナ満点の料理で、家族を元気モ

リモリにみんなを元気に、日本も元気

になるよう夏野菜ぜひ食べてください!! 

 

七夕フェアー開催 
お店では、７月７日から七夕抽選会を行います。 

短冊にお願い事を書いて天の川抽選ボックスに入れてね!! 

８月８日の抽選でおりひめとひこぼしからのプレゼントが当たります。 

店内には、地域の保育所の子ども達が作った昔ながらの七夕笹を店内

に飾ります。 

店内には、大きな天の川も飾ります。 

さ
あ
輝
け 

球
児
た
ち 

 


